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１）河川事業の報告案件
○報告案件の内訳
河川改修事業

• 再評価実施から一定期間経過後の再評価 ： ５件 （北上川、馬淵川、岩木川、米代川、最上川）

総合水系環境整備事業

• 社会情勢の変化に伴う再評価（新規箇所の追加） ： ５件 （阿武隈川、名取川、北上川、馬淵川、岩木川）

消流雪用水導入事業
• 事業完了後一定期間経過後の事後評価 ： １件 （最上川：岩ヶ袋地区）

○学識者懇談会等の実施状況

• 各事業毎に学識者懇談会等を設置しており、再評価・事後
評価実施要領に基づき審議を実施済み。

• 学識者懇談会等の名簿は参考資料に掲載
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【再評価】

岩木川直轄河川改修業事
岩木川総合水系環境整備事業

【再評価】

米代川直轄河川改修事業

【事後評価】

最上川中流消流雪用水導入事業
（岩ケ袋地区）

【再評価】

最上川直轄河川改修事業

【再評価】

馬淵川直轄河川改修業事
馬淵川総合水系環境整備事業

【再評価】

北上川総合水系環境整備事業

【再評価】

北上川上流直轄河川改修事業
（一関遊水地）

第１回監視委員会報告案件
【再評価】

鳴瀬川総合開発事業

【再評価】

阿武隈川総合水系環境整備事業

【再評価】

名取川総合水系環境整備事業
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２）河川事業の報告案件の一覧（１／２）

進捗率
（事業費
ﾍﾞｰｽ）

主要工種 今回 前回

（主な増減理由）
①数量精査による増減
②新規地区の追加による増
③労務費等の上昇に伴う増
④消費税率の変更に伴う増
⑤その他（　）

今回 前回 今回 前回

1
岩
手

北上川上流
直轄河川改修事業
（一関遊水地）

H27
再評価実施後
一定期間が経過

55年
（S47～R8）

80%
・周囲堤
・小堤等の整備 2,700 2,700 ①③④ 1.9 1.8 6.0 7.1 ①②

○事業の継続は
妥当と判断する。

2
青
森
馬淵川
直轄河川改修事業

H27
再評価実施後
一定期間が経過

１７年
（H21～R7）

92%
・堤防の整備
・河道掘削
・水防活動拠点

90 84 ①③④ 3.2 2.9 1.2 1.2 ①②
○事業の継続は
妥当と判断する。

3
青
森
岩木川
直轄河川改修事業

H29
再評価実施後
一定期間が経過

30年
（H19～R18）

58%
・堤防の整備
・河道掘削 464 458 ①③④ 6.6 2.9 6.2 4.3 ①②

○事業の継続は
妥当と判断する。

4
秋
田
米代川
直轄河川改修事業

H27
再評価実施後
一定期間が経過

２１年
（H17～R7）

83%
・堤防の整備
・河道掘削
・水防活動拠点

324 298 ①③④ 13.2 14.6 4.1 10.0 ①②
○事業の継続は
妥当と判断する。

5
山
形
最上川直轄河川改
修事業

H29
再評価実施後
一定期間が経過

30年
（H１４～R13）

45%
・堤防の整備
・河道掘削
・防災ステーションの整備

1,599 1,554 ③④ 10.1 9.0 4.4 4.6 ①②
○事業の継続は
妥当と判断する。

6

宮
城
・
福
島

阿武隈川総合水系
環境整備事業

H30
社会情勢の変化
（新規地区の追加）

23年
（H19～R１２）

47%
【阿武隈川水系（福島県福島市、本
宮市、桑折町）】
・「水辺整備」4地区

13 8 ② 11.1 11.4 10.6 10.1
③

（CVMアンケート結果、
新規地区の追加）

○事業の継続は
妥当と判断する。

7
宮
城
名取川総合水系
環境整備事業

H29
社会情勢の変化
（整備内容の変更）

30年
（H10～R１0）

92%

【名取川（宮城県仙台市、名取
市）】
・「水環境」1地区
・「水辺整備」６地区

27 25 ① 9.2 11.0 13.9 79.1 ③
（CVMアンケート結果）

○事業の継続は
妥当と判断する。

　再評価

N0.
県
名

事業名
前回
評価

事業評価
の理由

事業期間

事業の進捗状況 総事業費（億円）
費用便益分析（B/C)

審議結果
（分析項目）
①資産データ・評価額の更新
②治水経済調査ﾏﾆｭｱﾙの改訂
③その他（　）

全体事業 残事業
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２）河川事業の報告案件の一覧（２ ／２）

進捗率
（事業費
ﾍﾞｰｽ）

主要工種 今回 前回

（主な増減理由）
①数量精査による増減
②新規地区の追加による増
③労務費等の上昇に伴う増
④消費税率の変更に伴う増
⑤その他（　）

今回 前回 今回 前回

8

岩
手
・
宮
城

北上川総合水系
環境整備事業

H28
社会情勢の変化
（新規地区の追加）

38年
（H4～R１２）

85%

【北上川上流（岩手県）】
・「水辺整備」１4地区
・「自然再生」１地区
【北上川下流（宮城県）】
・「水辺整備」１０地区
・「自然再生」１地区

115 101 ② 3.4 2.9 5.3 9.9
③

（CVMアンケート結果、
新規地区の追加）

○事業の継続は
妥当と判断する。

9
青
森
馬淵川総合水系
環境整備事業

H28
社会情勢の変化
（事業期間の変更）

16年
（H17～R6）

90%

【馬淵川（青森県八戸市）】
・「自然再生（魚がすみやすい川づ
くり）」1地区
・「水辺整備」１地区

9 8 ① 8.7 6.4 12.8 46.8 ③
（CVMアンケート結果）

○事業の継続は
妥当と判断する。

10
青
森
岩木川総合水系
環境整備事業

H27
社会情勢の変化
（整備内容の変更）

35年
（H5～R１0）

91%

【岩木川】
・「水辺整備」９地区
・「自然再生（魚がすみやすい川づ
くり）」１地区

32 29 ① 4.8 5.2 13.9 19.8 ③
（CVMアンケート結果）

○事業の継続は
妥当と判断する。

　再評価

1.1 1.1 -

　事後評価

11
山
形

最上川中流消流雪
用水導入事業
（岩ヶ袋地区）

H26 ①
○改善措置及び
今後の事業評価
の必要はない。

事業完了後
一定期間が経過

3.0168年
（H19～H27）

100%

・取水施設
・導水管
・着水槽
・操作室　等

16 ー

N0.
県
名

事業名
前回
評価

事業評価
の理由

事業期間

事業の進捗状況 総事業費（億円）
費用便益分析（B/C)

審議結果
（分析項目）
①資産データ・評価額の更新
②治水経済調査ﾏﾆｭｱﾙの改訂
③その他（　）

全体事業 残事業


